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7,702人

自宅などの住宅43.1％

道路・交通施設25.6％

公園・遊園地・運動場8.2％

店舗・遊戯施設6.3％

工事現場・工場4.6％

その 他2.5％

プール・ 川・海0.3％

医療・福祉施設1.1％

会社・公共施設4.2％

学校・児童施設4.3％

健康にも
大きく影響する
パッシブデザイン。
快適な室内環境の実現は言うまでもなく重要です

が、最近になって断熱性能や室内の温度が健康に大

きな影響を与えることがわかってきました。 パッシ

ブデザインをしっかり取り入れた家づくりをするこ

とで、快適のみならず健康的な室内環境が得られる

ことになります。

【各種疾患の改善率と転居した住宅の断熱性能との

関係】では断熱性能を良くすると、各種疾患が改善

するという調査結果もでています。

冬 は ヒ ー ト シ ョ ッ ク に も 気 を 付 け な け れ ば な り ま せ ん 。 家 庭 内 で ヒ ー ト

ショックで亡くなる人は、17,000人と推計されており、その数は同年の交通

事故の死亡数の約3.7倍と実はとても多いのです。

以前は高温環境下や運動時に多く発生していた熱中症ですが、近年では日常

生活においても増加しています。実は自宅での発症が一番多く、熱中症で救

急搬送された場所別の統計では住宅内が40%以上を占めます。
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各種疾患の改善率と転居した住宅の断熱性能との関係

改善率＝
新しい住まいで症状が出なくなった人数

以前の住まいで症状が出ていた人数
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入浴中の心肺機能停止者数 熱中症で救急搬送された場所
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